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大麻による検挙人員は、

6年連続(平成26年～令和元年)で増加

特に若年層での増加が目立っている。

早い段階から薬物の正しい知識を持つことが、薬物乱用の根絶に有効な手段であり、

教育の場である薬物乱用防止教室では、専門家の参画も求められている。

小学生の薬物に対する知識や理解力に関する調査を行い

薬剤師による薬物乱用防止教室の効果について分析を行うことにより

薬物乱用防止における薬剤師の役割について検討を行う。

0

2000

4000

6000

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31・R1

大麻検挙者 20代以下

研究背景

目
的

青年期は脳や心身の発育・発達段階

薬物を使用すると、身体的・精神的に

悪影響を及ぼす。



方法

学校薬剤師による薬物乱用防止教室の前後に、事前・事後の2回アンケート調査を実施

対象者：岡山市内の山間部にある小学校の6年生21名

そのうち保護者の同意を得た14名（男子2名，女子12名）の結果について

解析を行った。

事前アンケート：選択式の設問7問

事後アンケート：選択式の設問5問、自由記述形式の設問1問

アンケートは性別のみの無記名とし、個人を特定できないよう配慮した。

本研究は、就実大学・就実短期大学教育・研究倫理委員会の承認（受付番号：228）を得て

行った。



事前アンケート内容

知
識

学校薬剤師を知っていますか？

薬物使用に関する法律

薬物所持に関する法律

認
知
度

知っている薬物について

どこでその薬物を知ったか

意
識
調
査

１ 薬物を使用することについて

２ 薬物を断ることについて

選択式7問

薬物についての知識や認知度、意識調査を行った。



理
解
度

教室の内容について

くすりと薬物の違い

知っている薬物について

意
識
変
化

１ 薬物を使用することについて

２ 薬物を断ることについて

薬物乱用防止教室の感想

事後アンケート内容

※意識変化は、事前アンケートと同じ質問を行い、

比較検討を行った。

選択式5問、自由記述形式1問

薬物乱用防止教室の理解度や意識変化を調査した。



理
由

薬物乱用防止教室の内容

【講義内容】文部科学省による薬物乱用防止教室推進マニュアルに基づく

・学校薬剤師の職能

・くすりと薬物の違い

・薬物の種類と害

・薬物の依存性

・薬物の誘われ方と断り方

に加え、

・将来の重要性 についても強調した。

実際のスライド

薬物乱用防止教室は、学校薬剤師よりスライドを用いて45分間実施した。

今回の対象者が小学生であったことから、自分自身の将来の重要性について

しっかり理解出来るようなスライドを組み込み、

薬物を使う危険性などについて、理解しやすい内容作りを意識した。



知っている 知らなかった
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0

2

4

6

8

10

人
数
(人

)

学校薬剤師を知っていますか？

①知識-2 学校薬剤師の認知度

【原因】

学校薬剤師の認知が低い要因として、業務が学校環境衛生基準に基づいた検査が主

→生徒の目につかないものが多い。

「知っている」と回答した生徒は、14名中5人(35%)と少ない結果となった。



知っている 知らなかった
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薬物を使うことが法律で

罰せられることを知っていますか？

知っている 知らなかった
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薬物を持っていることが法律で

罰せられることを知っていますか？

薬物は使用だけでなく所持のみでも

罰せられることを生徒全員が認知していた

①知識-1 薬物の法律



全員が理解出来たと回答

→難しい表現をすることなく教室を実施出来た

②内容の理解度-1

とても
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とても

分かり
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薬物乱用防止教室の内容は

分かりやすかったですか？

よく分

かった

分かっ

た

少し分

からな

い

全く分

からな

い
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くすりと薬物の違いが

分かりましたか？



②内容の理解度-2

感想 人数

薬物は人生を壊すものだと知った 8人

薬物乱用は怖くて危険なのもだと知った 7人

薬物のことがよく分かった（種類，別名） 6人

体にとって悪影響があることを知った 5人

薬物を使ってはいけないことが分かった 5人

薬物乱用は断る 4人

薬物をしないようにする 3人

依存性があることを知った 2人

他の人にも教えてあげたい 2人

薬物の種類や恐ろしさだけでなく、

自分自身の将来を壊すものであると理解した意見が多く認められた。

薬物乱用防止教室の感想を自由に書いてください。（自由記述）



覚せい剤 麻薬 シンナー 大麻 コカイン LSD ヘロイン MDMA あへん MM

事前 13 12 11 10 12 2 2 4 1 1

事後 14 13 13 12 11 7 7 6 9 8
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薬物の中で知っているものを教えてください。(複数回答可)

覚せい剤、麻薬、シンナー、大麻、コカインについては教室前から認知度が高かった。

知っている薬物と情報源③認知度-1

※MM=マジックマッシュルー
ム

教室実施後、認知度が低かった薬物についても上昇



テレビ ネット 学校 新聞 ポスター 本 友達 親 ラジオ その他

生徒 14 8 6 3 2 1 1 0 0 1
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どこでその薬物について知りましたか？(複数回答可)

薬物の情報源③認知度-2

テレビ、インターネット、学校の授業が情報源



絶対に

使わない

1・2回

ならいい
個人の自由 分からない

事前 10 0 2 2

事後 13 0 1 0
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薬物を使用することについてどう思いますか？

④意識変化-1

教室実施後、薬物の使用に否定的な意見が増加

薬物の使用

「絶対使わない」事前71.4% → 事後92.8% に増加



絶対に断る 多分断る
出来るか

わからない
自信が無い

事前 8 5 1 0

事後 11 3 0 0
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薬物をすすめられたら、断る自信があります？

④意識変化-2

教室実施後、薬物の使用や勧誘に否定的な意見が増加

薬物の勧誘

「絶対に断る」事前57.1% → 事後78.5% に増加



考察

・薬物の知識自体は、教室前から高いことが明らかとなった。

情報収集源：テレビ、インターネット、学校の授業が主

→ 学校教員からの指導も薬物を知る重要な機会

・薬剤師の認知度は、事前アンケート時点で35%と低かった。

講義をするうえで重要なのは「何を教えるのか」だけではなく「誰が教えるか」

→薬剤師の職能について講義の最初に触れることで説得力を持たせることが出来る。

→ 薬物乱用防止効果の上昇 ＋ 薬剤師の存在を知るきっかけとなる．

・教室を実施することで、薬物の使用や勧誘に否定的な意見が増加。

教室後の感想からも，「薬物は自分自身の人生を壊すものである」といった

意見が多く得られたことから、薬物の恐ろしさだけでなく、

将来の重要性についても十分理解出来ていた。



学校薬剤師の役割

このことから、学校薬剤師が薬物乱用防止教育に参画する場合

学校薬剤師が主体となった薬物乱用防止教室を実施

→薬物の認知度上昇、意識変化などが認められた。

→薬剤師の専門性を活かした内容で教室が実施できたといえる。

学校薬剤師が、担当している学校教員と連携を密接に取ることで、

学校の状況にあった教育を行う必要がある。

今回の調査により、

薬物に関する詳しい知識を伴ったうえで

学校での授業を補完する内容の講義を行うことが重要

そのためには



第54回日本薬剤師会学術大会
利益相反の開示

筆頭演者名：太田 鈴

私は今回の演題に関連して、
開示すべき利益相反はありません。


